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eSciDoc/Fedora: Researchのための機関リポジトリの展開



2

本日の概要

はじめに

 自己紹介と日本大学の現状

機関リポジトリ

 一物理化学研究者が求めているもの

 eSciDocに期待すること・できること

 さいごに



3

はじめに －自己紹介もかねて

日本大学

 日本で最も大きい私立大学の一つ

 14学部それぞれが独自のキャンパスを持ち、そ
れぞれに図書館が存在する

 NIMS×FIZ Karlsruhe 共催フォーラム

 なぜ，日本大学の教員が発表をするのか？



4

日本大学における機関リポジトリ

最近「機関（学術）リポジトリ」という言葉
を聞くようになった

 しかし日本大学内では「機関リポジトリ」
という言葉はほとんど聞かない

なぜなら…



5

日本における機関リポジトリ

 国立情報学研究所（Ｎｉｉ）による取り組み

 平成16年度：機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト

 平成17年度：機関リポジトリの構築・運用に関する実績及び全学的
な計画の有無等の調査に基づき19機関に委託

 平成18～19年度：機関リポジトリの全国的展開（70機関）

 平成20～21年度：委託機関68大学、プロジェクト21件を採択

 平成21年度：上記委託機関を追加募集

これらのプロジェクトに日本大学は参加しなかった

日本大学には「機関リポジトリ」が存在しない！
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機関リポジトリの構築

機関リポジトリは構築しなければならない！

 平成21年度より科学研究補助金の成果をインター
ネット上で公開することが決まった。

 日本大学が持つ豊富な研究学術資源（研究紀要、学
術論文、博士論文、科研費・COE・私学高度化推進事
業・日本大学学術研究戦略プロジェクト等の報告書
等）を埋もれさせておくのはもったいない。

 朝日新聞社の大学ランキングで「機関リポジトリ」の項
目が追加される。
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機関リポジトリの構築にあたって

日本大学総合学術情報センター『未来学術情報

プロジェクト』（リーダー：宮本明雄）において、機

関リポジトリの調査・研究を開始した。

その結果…

独立行政法人物質・材料研究機構が推し進めて

いる『eSciDoc/Fedora実践プロジェクト』に参加

することになった。
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一物理化学者の意見

なぜ，eSciDoc/Fedoraを選んだのか？
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機関リポジトリとは何か

機関リポジトリとは

大学における研究学術の成果を電子的形
態で集積し保存・公開するためのデジタル
アーカイブシステム

研究成果の公開：

DSpace, Fedora等，どれでもOK!
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実験データ・研究結果の保存

研究室では

サーバ上に実験データ等を保存。学生間
でデータ共有。

eSciDoc/Fedora!

研究プロジェクトにおける共同研究者間で
も実験データ・研究結果を共有したい！
ただし一般公開はしたくない…
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eSciDoc (http://escidoc.jp)

発表文献，データ等，研究
者本人が容易に登録可能

研究者本人が公開・非公
開を決定



登録時にファイル
の閲覧制限を

「制限付き」にし
て公開する



制限公開資料の共有方法 (4)

ファイルを共有したいユー
ザーグループを選択する
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さいごに

 eSciDocは研究成果だけでなく，研究途中

の実験データ等を保存し，グループ内に

公開（共有）する機能（制限付き公開）を持

つため，一研究者から見ると，非常に魅力

的である。

今後のeSciDocの発展・進化，DSpaceと
Fedoraの相互協力にも期待しています。
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謝辞

 eSciDocの実践にあたりご協力いただき

ました独立行政法人物質・材料研究機構

科学情報室の谷藤幹子様，高久雅生様，

大塚真吾様にお礼申し上げます。
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